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場 所： 四万十町役場本庁東庁舎 町民活動支援室 

 
 

 

 



 

 

会 議 次 第 

 

１ 開 会 

２ 教育長あいさつ 

３ 会議録署名委員の指名 

 

４ 議 題  

  ① 議案第１号 四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱の 

一部を改正する告示について 

② 議案第２号 四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱に 

 係る取扱規程の一部を改正する訓令について 

 

５ 協議事項 

① 令和元年度四万十町教育委員会の行政の執行状況の点検・評価について 

 

 

６ 報告事項 

 

  

７ その他 

① 運動会・体育祭の参加について 

 

 

 

教 育 長 山脇 光章 

委  員 横山 順一、 坂本 維子、 石﨑 豊史、 佐々倉 愛  

事 務 局 浜田 章克、 林 瑞穂、 西谷 典生、 東 孝典 



議案第１号 

 

   四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱の一部を改正する

告示について 

 

四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱（平成 18 年四万十町教

育長告示第３号）の一部を改正する告示を下記のとおり定めることについて、委員会

の意見を求める。 

 

令和２年８月２６日 提出       

 

                    四万十町教育長 山脇 光章 

 

 

記 

 

四万十町教育長告示第  号 

 

 四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱の一部を改正する告示

を次のように定める。 

 

  令和２年９月１日 

 

四万十町教育長 山脇 光章    

 

四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱の一部を改正する告

示 

 

 四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱（平成 18 年四万十町教

育長告示第３号）を次のように改正する。 

第１条中「経済的理由によって義務教育を受けることが困難な児童・生徒の保護者

に対して、四万十町が」を「経済的な理由により就学困難な児童又は生徒の保護者に

対し、」に、「支給し」を「支給することにより」に、「に資する」を「を図る」に改

める。 

第２条及び第３条を次のように改める。 

（受給資格） 

第２条 援助費の支給を受けることができる者は、国公立の小学校又は中学校に就学

する児童又は生徒（就学を予定する児童又は生徒を含む。以下これらの者を「児童
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等」という。）の保護者又は保護者に代わる者（以下これらの者を「保護者等」と

いう。）であって、町内に住所を有し、かつ、次の各号のいずれかに該当するもの

とする。 

(１) 生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）第 13 条の規定による教育扶助を受け

ている者（以下「要保護者」という。） 

(２) 次のいずれかに該当する者（以下「準要保護者」という。） 

ア 当該年度又は前年度において生活保護法に定める教育扶助の廃止又は停止の

措置を受けた者 

イ 当該年度又は前年度において地方税法（昭和 25 年法律第 226 号）に定める次

のいずれかの措置を受けた者 

(ア) 同法第 295 条第１項の規定による市町村民税の非課税 

(イ) 同法第 323 条の規定による町民税の減免 

(ウ) 同法第 72 条の 62 の規定による個人の事業税の減免 

(エ) 同法第 367 条の規定による固定資産税の減免 

ウ 当該年度又は前年度において国民年金法（昭和 34 年法律第 141 号）第 89 条

及び第 90 条の規定による国民年金の保険料の減免措置を受けた者 

エ 当該年度又は前年度において国民健康保険法（昭和 33 年法律第 192 号）第

77 条の規定による保険料の減免又は徴収猶予の措置を受けた者 

オ 当該年度又は前年度において児童扶養手当法（昭和 36 年法律第 238 号）第４

条の規定による児童扶養手当の支給を受けた者 

カ 生活福祉資金貸付制度による貸付けを受けた者 

キ 世帯全員の所得（当該年度又は前年度に納付すべき都道府県民税及び市町村

民税の課税の基礎となった所得をいう。）の合計額を需要額（特別支援教育就

学奨励費の算定に用いる需要額をいう。）で除した数が 1.3 以下の者 

ク その他就学援助を必要とする者で、教育委員会が当該学校長及び民生委員の

意見を聴いて認める者 

２ 第５条の規定による受給資格の認定後、保護者等が本町から転出した場合であっ

ても、引き続き当該児童等が四万十町立小学校又は中学校に就学しているときは、

保護者等が転出した年度内に限り、援助費の支給を受けることができる。ただし、

転出先の市町村と重複しての受給はできないものとする。 

（援助費） 

第３条 援助費の費目及び支給額は、教育長が別に定める。 

第４条第１項中「者」を「保護者等」に、「指定する学校長（以下「当該学校長」

という。）」を「当該児童等が就学する学校長（未就学の児童等にあっては、就学予定

の学校長）」に、「するものとする」を「し、援助費の受給資格の認定（以下単に「認

定」という。）を受けなければならない」に改め、同条第２項中「児童・生徒」を「児

童等」に、「算定」を「確認」に、「資料等、必要書類」を「資料その他認定に必要な

書類」に改める。 
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第５条及び第６条を次のように改める。 

（認定） 

第５条 教育長は、前条の申請があったときは、当該申請に係る書類の審査その他必

要に応じた調査により認定を行い、その結果を当該学校長に通知する。 

２ 前項の通知を受けた学校長は、すみやかに保護者等に通知するものとする。 

３ 第１項の認定を行う日は、当該年度の４月１日（年度途中の申請にあっては、原

則として申請書を受理した月の初日）とする。ただし、本町に転入し、かつ、四万

十町立小学校又は中学校に転入学した者の保護者等の申請については、転入学した

日に認定を行うものとする。 

４ 前項の規定にかかわらず、就学予定の児童等に係る認定は、就学前の３月１日に

行うことができる。 

（援助費の支給方法） 

第６条 援助費は、前条第１項の規定による認定を受けた者（以下「受給者」という。）

が指定する金融機関の口座（医療費にあっては、医療機関からの請求に基づき医療

機関が指定する口座）に振り込むものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、請求、受領、精算及び返納について受給者の委任を受

けた場合は、学校長又は教育委員会事務局学校教育課長に支給することができる。 

第７条第１号中「または」を「又は」に改め、同条第２号中「に基づく」を「によ

る」に、「または」を「又は」に改め、同条第３号中「他」を「ほか」に改める。 

第８条中「した場合」を「すると認めたときは」に、「一部」を「全部」に、「全部」

を「一部」に改め、同条第１号中「第２条に規定する要件を欠くことになった」を「当

該認定の要件を欠いた」に改める。 

第９条中「後」の次に「において」を加え、「または」を「又は」に、「児童・生

徒」を「児童等」に、「これ」を「、当該援助費」に改める。 

第 10 条中「別に」を「、別に」に改める。 

別表１を削る。 

   附 則 

この告示は、公布の日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 
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四
万

十
町
要

保
護
及

び
準
要
保

護
児

童
生

徒
就
学

援
助
費
支

給
要

綱
の

一
部
を

改
正
す
る

告
示

新
旧

対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

 
 

 
四
万

十
町
要

保
護
及
び

準
要

保
護

児
童
生

徒
就
学
援

助
費

支
給

要
綱
 

 
 

 
四
万

十
町
要

保
護
及
び

準
要

保
護

児
童
生

徒
就
学
援

助
費

支
給

要
綱
 

平
成

1
8
年

11
月

1
3日

教
育
長
告

示
第

３
号
 

平
成

1
8
年

11
月

1
3日

教
育
長
告

示
第

３
号
 

 
（

目
的
）
 

 
（

目
的
）
 

第
１

条
 

こ
の

要
綱

は
、

学
校

教
育

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
2
6
号

）
第

1
9
条

及
び

学
校

保
健

安
全

法
（

昭
和

3
3
年

法
律

第
5
6
号

）
第

2
4
条

の
規

定
に

基
づ

き
、

経
済

的
な

理

由
に

よ
り
就

学
困
難

な
児
童
又

は
生

徒
の

保
護
者

に
対
し
、
就

学
に

必
要

な
経
費
（

以

下
「

援
助

費
」

と
い

う
。

）
を

支
給

す
る

こ
と

に
よ

り
、

義
務

教
育

の
円

滑
な

実
施

を
図

る
こ
と

を
目
的

と
す
る
。

 

第
１

条
 

こ
の

要
綱

は
、

学
校

教
育

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
2
6
号

）
第

1
9
条

及
び

学
校

保
健

安
全

法
（

昭
和

3
3
年

法
律

第
5
6
号

）
第

2
4
条

の
規

定
に

基
づ

き
、

経
済

的
理

由

に
よ

っ
て

義
務

教
育

を
受

け
る

こ
と

が
困

難
な

児
童

・
生

徒
の

保
護

者
に

対
し

て
、

四
万

十
町
が
就

学
に

必
要
な
経

費
（

以
下
「

援
助
費

」
と
い

う
。
）
を
支

給
し
、
義

務

教
育

の
円
滑

な
実
施
に

資
す
る
こ

と
を
目

的
と
す

る
。
 

 
（

受
給
資

格
）
 

 
（

受
給
資

格
）
 

第
２

条
 

援
助

費
の

支
給

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

者
は

、
国

公
立

の
小

学
校

又
は

中

学
校

に
就

学
す

る
児

童
又

は
生

徒
（

就
学

を
予

定
す

る
児

童
又

は
生

徒
を

含
む

。
以

下
こ

れ
ら
の

者
を
「

児
童

等
」
と

い
う

。
）
の

保
護
者

又
は

保
護

者
に

代
わ
る

者
（

以

下
こ

れ
ら
の

者
を
「

保
護
者
等

」
と

い
う

。
）
で
あ

っ
て
、
町

内
に
住

所
を
有

し
、
か

つ
、

次
の
各

号
の
い

ず
れ
か
に

該
当

す
る

も
の
と

す
る
。
 

第
２

条
 

援
助

費
の

支
給

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

者
は

、
四

万
十

町
立

小
学

校
若

し

く
は

中
学

校
又

は
四

万
十

町
立

以
外

の
国

・
公

立
の

小
学

校
若

し
く

は
中

学
校

に
在

学
し

て
い

る
児

童
・

生
徒

の
保

護
者

若
し

く
は

、
保

護
者

に
代

わ
る

者
（

以
下

「
保

護
者

等
」

と
い

う
。

）
で

、
四

万
十

町
内

に
住

所
を

有
し

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す
る

者
で
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
 

(
１

)
 

生
活

保
護
法
（

昭
和
2
5
年

法
律
第

1
4
4
号
）
第

1
3条

の
規

定
に

よ
る
教

育
扶
助

を
受

け
て
い

る
者
（

以
下
「
要

保
護

者
」

と
い
う

。
）
 

(
１

)
 

生
活

保
護
法
（

昭
和
2
5
年

法
律
第

1
4
4
号
）
第

６
条

第
２

項
に

よ
る
教

育
扶
助

を
受

け
て
い

る
者
（

以
下
「
要

保
護

者
」

と
い
う

。
）
 

(
２

)
 

次
の

い
ず
れ

か
に
該
当

す
る

者
（

以
下
「

準
要
保
護

者
」

と
い

う
。
）
 

(
２

)
 

四
万

十
町
教

育
長
（
以

下
「

教
育
長

」
と

い
う

。
）
が

別
表

１
の

認
定
基

準
に

基
づ

き
、
要

保
護

者
に
準

ず
る

程
度

に
困

窮
し
て

い
る
と
認

定
し

た
者
（
以

下
「

準

要
保

護
者
」

と
い
う

。
）
 

ア
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年
度

又
は

前
年

度
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い
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護
法
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る
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(
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)
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免
 

(
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)
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6
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個
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事
業
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免
 

(
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)
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法

第
3
6
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の
規
定
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よ

る
固

定
資
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税
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減
免

 

 

ウ
 

当
該
年

度
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前
年
度
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年
金
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（

昭
和

3
4
年
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律
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1
4
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）
第
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9
条
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第

9
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定
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る
国
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年
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保
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料
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減

免
措

置
を

受
け
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改
正

後
 

改
正

前
 

エ
 

当
該

年
度

又
は

前
年

度
に

お
い

て
国

民
健

康
保

険
法

（
昭
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3
3
年

法
律

第
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号
）

第
7
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の
規
定

に
よ
る
保

険
料

の
減

免
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は

徴
収
猶
予

の
措

置
を

受
け
た

者
 
 

オ
 

当
該

年
度

又
は

前
年

度
に

お
い

て
児

童
扶

養
手

当
法

（
昭

和
3
6
年

法
律

第
23
8

号
）

第
４
条

の
規
定

に
よ
る
児

童
扶

養
手

当
の
支

給
を
受
け

た
者
 

 

カ
 

生
活
福

祉
資
金

貸
付
制
度

に
よ

る
貸

付
け
を

受
け
た
者

 
 

キ
 

世
帯

全
員

の
所

得
（

当
該

年
度

又
は

前
年

度
に

納
付

す
べ

き
都

道
府

県
民

税
及

び
市

町
村

民
税

の
課

税
の

基
礎

と
な

っ
た

所
得

を
い

う
。

）
の

合
計

額
を

需
要

額

（
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
費

の
算

定
に

用
い

る
需

要
額

を
い

う
。

）
で

除
し

た

数
が

1
.
3
以
下

の
者
 

 

ク
 

そ
の

他
就

学
援

助
を

必
要

と
す

る
者

で
、

教
育

委
員

会
が

当
該

学
校

長
及

び
民

生
委

員
の
意

見
を
聴

い
て
認
め

る
者
 

 

２
 

第
５

条
の

規
定

に
よ

る
受

給
資

格
の

認
定

後
、

保
護

者
等

が
本

町
か

ら
転

出
し

た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

引
き

続
き

当
該

児
童

等
が

四
万

十
町

立
小

学
校

又
は

中
学

校
に

就
学

し
て

い
る

と
き

は
、

保
護

者
等

が
転

出
し

た
年

度
内

に
限

り
、

援
助

費
の

支
給

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
転

出
先

の
市

町
村

と
重

複
し

て
の

受
給

は
で

き
な

い
も
の

と
す
る

。
 

２
 

第
５

条
の

規
定

に
よ

り
受

給
資

格
の

認
定

を
受

け
た

後
、

保
護

者
等

が
四

万
十

町

外
に

転
出

し
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

引
き

続
き

当
該

児
童

・
生

徒
が

四
万

十
町

立
小

学
校

若
し

く
は

中
学

校
に

在
学

し
て

い
る

と
き

は
、

そ
の

年
度

内
に

限
り

援
助

費
の

支
給

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
転

出
先

の
市

町
村

と
重

複
し

て
の

受
給

は
で

き
な
い

も
の
と

す
る
。
 

 
（

援
助
費

）
 

 
（

援
助
費

）
 

第
３

条
 
援

助
費
の

費
目
及
び

支
給

額
は

、
教
育

長
が
別
に

定
め

る
。
 

第
３

条
 

教
育

長
は

、
援

助
す

る
費

目
、

支
給

額
、

支
給

時
期

及
び

対
象

学
年

に
つ

い

て
援

助
（
以

下
「
援

助
費
」
と

い
う

。
）

を
行
う
。
 

 
２

 
援

助
費

の
各

費
目

の
支

給
額

は
、

予
算

の
範

囲
内

に
お

い
て

、
教

育
長

が
別

に
定

め
る

額
と
す

る
。
 

 
（

申
請
）
 

 
（

申
請
）
 

第
４

条
 

援
助

費
の

支
給

を
受

け
よ

う
と

す
る

保
護

者
等

は
、

毎
年

度
、

就
学

援
助

費

申
請

書
に

必
要

事
項

を
記

入
し

、
当

該
児

童
等

が
就

学
す

る
学

校
長

（
未

就
学

の
児

童
等

に
あ

っ
て

は
、

就
学

予
定

の
学

校
長

）
を

経
由

し
て

教
育

長
に

提
出

し
、

援
助

費
の

受
給

資
格

の
認

定
（

以
下

単
に

「
認

定
」

と
い

う
。

）
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
４

条
 

援
助

費
の

支
給

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
毎

年
度

、
就

学
援

助
費

申
請

書

に
必

要
事
項

を
記
入

し
、
指
定

す
る

学
校

長
（
以

下
「

当
該

学
校

長
」
と

い
う

。
）
を

経
由

し
て
教

育
長
に

提
出
す
る

も
の

と
す

る
。
 

２
 

前
項

の
申

請
書

に
は

、
児

童
等

と
生

計
を

一
に

す
る

世
帯

全
員

の
前

年
の

所
得

額

が
確

認
で
き

る
資
料

そ
の
他
認

定
に

必
要

な
書
類
を

添
付
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

２
 

前
項

の
申

請
書

に
は

、
児

童
・

生
徒

と
生

計
を

一
に

す
る

世
帯

全
員

の
前

年
の

所

得
額

が
算
定
で

き
る
資

料
等
、

必
要

書
類
を

添
付

し
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 
（

認
定
）
 

 
（

認
定
）
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3
/
4
 

改
正

後
 

改
正

前
 

第
５

条
 

教
育

長
は

、
前

条
の

申
請

が
あ

っ
た

と
き

は
、

当
該

申
請

に
係

る
書

類
の

審

査
そ

の
他

必
要

に
応

じ
た

調
査

に
よ

り
認

定
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

当
該

学
校

長
に

通
知

す
る
。
 

第
５

条
 

教
育

長
は

、
前

条
の

申
請

が
あ

っ
た

と
き

は
、

審
査

の
う

え
援

助
費

の
受

給

資
格

の
認

定
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

当
該

学
校

長
に

対
し

て
通

知
し

、
当

該
学

校
長
は

、
す
み

や
か
に
保

護
者

等
に
通

知
す

る
。
 

２
 

前
項

の
通

知
を

受
け

た
学

校
長

は
、

す
み

や
か

に
保

護
者

等
に

通
知

す
る

も
の

と

す
る

。
 

２
 

前
項

の
認

定
を

行
う

日
は

、
当

該
年

度
当

初
の

申
請

に
あ

っ
て

は
、

当
該

年
度

の

４
月

１
日

と
す

る
。

た
だ

し
、

年
度

の
途

中
の

申
請

に
あ

っ
て

は
、

原
則

と
し

て
申

請
書

を
受
理

し
た
月

の
初
日
と

す
る
。
 

３
 

第
１

項
の

認
定

を
行

う
日

は
、

当
該

年
度

の
４

月
１

日
（

年
度

途
中

の
申

請
に

あ

っ
て

は
、

原
則

と
し

て
申

請
書

を
受

理
し

た
月

の
初

日
）

と
す

る
。

た
だ

し
、

本
町

に
転

入
し

、
か

つ
、

四
万

十
町

立
小

学
校

又
は

中
学

校
に

転
入

学
し

た
者

の
保

護
者

等
の

申
請
に

つ
い
て

は
、
転
入

学
し

た
日

に
認
定

を
行
う
も

の
と

す
る

。
 

３
 

四
万

十
町

に
転

入
し

、
か

つ
四

万
十

町
立

小
学

校
若

し
く

は
中

学
校

に
転

入
学

し

た
者

の
保

護
者

等
の

申
請

に
つ

い
て

は
、

転
入

学
し

た
日

に
認

定
を

行
な

う
も

の
と

す
る

。
 

４
 

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

就
学

予
定

の
児

童
等

に
係

る
認

定
は

、
就

学
前

の

３
月

１
日
に

行
う
こ

と
が
で
き

る
。
 

 

 
（

援
助
費

の
支
給

方
法
）
 

 
（

援
助
費

の
支
給

方
法
）
 

第
６

条
 

援
助

費
は

、
前

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

認
定

を
受

け
た

者
（

以
下

「
受

給

者
」

と
い

う
。

）
が

指
定

す
る

金
融

機
関

の
口

座
（

医
療

費
に

あ
っ

て
は

、
医

療
機

関
か

ら
の
請

求
に
基

づ
き
医
療

機
関

が
指

定
す
る

口
座

）
に

振
り

込
む
も

の
と

す
る

。  

第
６

条
 

教
育

長
は

、
前

条
の

規
定

に
よ

り
受

給
資

格
が

あ
る

と
認

定
さ

れ
た

者
（

以

下
「

受
給

者
」

と
い

う
。

）
の

指
定

し
た

金
融

機
関

の
預

金
口

座
に

、
援

助
費

を
直

接
口

座
振
替

に
よ
り

支
給
す
る
も

の
と
す

る
。
 

 
２

 
医

療
費

に
つ

い
て

は
、

医
療

機
関

か
ら

の
請

求
に

基
づ

き
医

療
機

関
が

指
定

す
る

口
座

へ
支
給

す
る
。
 

２
 

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

請
求

、
受

領
、

精
算

及
び

返
納

に
つ

い
て

受
給

者

の
委

任
を

受
け

た
場

合
は

、
学

校
長

又
は

教
育

委
員

会
事

務
局

学
校

教
育

課
長

に
支

給
す

る
こ
と

が
で
き

る
。
 

３
 

前
２

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
請

求
、

受
領

、
精

算
及

び
返

納
に

つ
い

て
受

給

者
の

委
任

を
受

け
た

学
校

長
及

び
教

育
委

員
会

事
務

局
学

校
教

育
課

長
に

交
付

す
る

こ
と

が
で
き

る
。
 

 
（

状
況
変

更
等
の

届
出
）
 

 
（

状
況
変

更
等
の

届
出
）
 

第
７

条
 

受
給

者
は

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

き
は

、
遅

滞
な

く
教

育

長
に

届
け
出

な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
 

第
７

条
 

受
給

者
は

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

き
は

、
遅

滞
な

く
教

育

長
に

届
け
出

な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
 

(
１

)
 

保
護

者
の
住

所
又
は
氏

名
に

変
更

が
あ
っ

た
と
き
。

 
(
１

)
 

保
護

者
の
住

所
ま
た
は
氏

名
に
変

更
が
あ

っ
た
と
き

。
 

(
２

)
 

生
活

保
護
法
に

よ
る
保

護
の

開
始
又

は
廃

止
が
あ
っ

た
と

き
。
 

(
２

)
 

生
活

保
護
法
に

基
づ
く
保

護
の
開

始
ま
た

は
廃
止
が

あ
っ

た
と

き
。
 

(
３

)
 

前
２

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
就

学
援

助
費

申
請

書
の

記
載

内
容

に
変

更

が
あ

っ
た
と

き
。
 

(
３

)
 

前
２

号
に

掲
げ

る
も

の
の

他
、

就
学

援
助

費
申

請
書

の
記

載
内

容
に

変
更

が

あ
っ

た
と
き

。
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4
/
4
 

改
正

後
 

改
正

前
 

 
（

認
定
の

取
消
し

）
 

 
（

認
定
の

取
消
し

）
 

第
８

条
 

教
育

長
は

、
受

給
者

が
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

認
め

た
と

き

は
、

認
定

を
取

り
消

し
、

又
は

援
助

費
の

支
給

の
全

部
若

し
く

は
一

部
を

取
り

消
す

こ
と

が
で
き

る
。
 

第
８

条
 

教
育

長
は

、
受

給
者

が
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
し

た
場

合
、

受
給

資

格
と

し
て

の
認

定
を

取
り

消
し

、
又

は
援

助
費

の
支

給
の

一
部

若
し

く
は

全
部

を
取

り
消

す
こ
と

が
で
き

る
。
 

(
１

)
 

当
該

認
定
の

要
件
を
欠

い
た
と
き

。
 

(
１

)
 

第
２

条
に
規

定
す
る
要

件
を

欠
く

こ
と
に

な
っ
た
と

き
。
 

(
２

)
 

不
正

の
手
段

に
よ
り
援

助
費

の
支

給
を
受

け
た
と
き

。
 

(
２

)
 

不
正

の
手
段

に
よ
り
援

助
費

の
支

給
を
受

け
た
と
き

。
 

 
（

援
助
費

の
返
還

）
 

 
（

援
助
費

の
返
還

）
 

第
９

条
 

教
育

長
は

、
受

給
者

が
援

助
費

の
支

給
を

受
け

た
後

に
お

い
て

、
前

条
の

規

定
に

よ
り

援
助

費
の

支
給

を
取

り
消

し
た

と
き

又
は

当
該

児
童

等
の

長
期

欠
席

、
行

事
不

参
加

等
に

よ
り

援
助

費
を

使
用

し
な

か
っ

た
と

き
は

、
当

該
援

助
費

を
返

還
さ

せ
る

こ
と
が

で
き
る

。
 

第
９

条
 

教
育

長
は

、
受

給
者

が
援

助
費

の
支

給
を

受
け

た
後

、
前

条
の

規
定

に
よ

り

援
助

費
の

支
給

を
取

り
消

し
た

と
き

ま
た

は
当

該
児

童
・

生
徒

の
長

期
欠

席
、

行
事

不
参

加
等

に
よ

り
援

助
費

を
使

用
し

な
か

っ
た

と
き

は
こ

れ
を

返
還

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

 
（

雑
則
）
 

 
（

雑
則
）
 

第
1
0
条

 
こ

の
要
綱

に
定
め
る

も
の

の
ほ

か
、
必

要
な
事
項

は
、

別
に
定

め
る

。
 

第
1
0
条

 
こ

の
要
綱

に
定
め
る

も
の

の
ほ

か
、
必

要
な
事
項

は
別

に
定

め
る
。
 

 
 

（
削

除
）
 

別
表

１
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議案第２号 

 

四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱に係る取扱規程の 

一部を改正する訓令について 

 

四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱に係る取扱規程（平成 30

年四万十町教育委員会訓令第１号）の一部を改正する訓令を下記のとおり定めること

について、委員会の意見を求める。 

 

令和２年８月２６日 提出       

 

                    四万十町教育長 山脇 光章 

 

 

記 

 

四万十町教育委員会訓令第 号 

 

 四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱に係る取扱規程の一部

を改正する訓令を次のように定める。 

 

  令和２年９月１日 

 

四万十町教育長 山脇 光章   

 

四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱に係る取扱規程の一

部を改正する訓令 

 

四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱に係る取扱規程（平成 

30 年四万十町教育委員会訓令第１号）を次のように改正する。 

 第１条中「第 10 条」の次に「の規定」を加える。 

 第３条中「要綱第３条の援助費」を「要綱第３条第２項の教育長が別に定める額」

に改める。 

 第３条に次の１項を加える。 

２ 新型コロナウイルス感染症への対策として、四万十町立小学校又は中学校を臨時

休業した場合については、当該臨時休業期間中に提供しなかった給食費に相当する

額を別表に規定する給食費の実費とみなして援助費を支給することができる。 

 第５条の次に次の１条を加える。 
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第６条 この規程に定めるもののほか、援助費の支給に関し必要な事項は、教育長が

別に定める。 

 別表を次のように改める。 

小学校 

費目 要保護 準要保護 支給時期 

学用品費 
― 11,420 円 

年２回（５月、10

月） 

通学用品費（第１学

年を除く。） 
― 2,230 円 

年２回（５月、10

月 

新入学児童生徒学

用品費等 
― 40,600 円 年１回（５月） 

修学旅行費 実費 実費の 80％以内 旅行前 

医療費 ― 実費 随時 

給食費 ― 実費の 50％以内 給食費支払日 

中学校 

費目 要保護 準要保護 支給時期 

学用品費 
― 22,320 円 

年２回（５月、10

月） 

通学用品費（第１学

年を除く。） 
― 2,230 円 

年２回（５月、10

月 

新入学児童生徒学

用品費等 
― 47,400 円 年１回（５月） 

修学旅行費 実費 実費の 80％以内 旅行前 

医療費 ― 実費 随時 

給食費 ― 実費の 50％以内 給食費支払日 

備考 

１ 他の制度で同様の助成がある場合は、他の制度を優先し、本制度での支給は行わ

ない。 

２ 年度途中に認定を行った場合、学用品費及び通学用品費については、認定を行っ

た月を基準に月割りで随時支給する。 

３ 前年度に認定を行った場合の新入学児童生徒学用品費等については、支給時期を

５月とあるのは前年度の３月と読み替えて支給することができる。 

附 則 

 この訓令は、公布の日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 
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1
/
2
 

四
万

十
町
要

保
護
及

び
準
要
保

護
児

童
生

徒
就
学

援
助
費
支

給
要

綱
に

係
る
取

扱
規
程
の

一
部

を
改

正
す
る

訓
令
新
旧

対
照

表
 

 

改
正

後
 

改
正

前
 

○
四

万
十

町
要

保
護

及
び

準
要

保
護

児
童

生
徒

就
学

援
助

費
支

給
要

綱
に

係
る

取
扱

規
程
 

○
四

万
十

町
要

保
護

及
び

準
要

保
護

児
童

生
徒

就
学

援
助

費
支

給
要

綱
に

係
る

取
扱

規
程
 

平
成

3
0
年
３

月
2
6日

教
育
委
員

会
訓

令
第

１
号

平
成

3
0
年
３

月
2
6日

教
育
委
員

会
訓

令
第

１
号

（
趣

旨
）
 

（
趣

旨
）
 

第
１

条
 

こ
の

規
定

は
、

四
万

十
町

要
保

護
及

び
準

要
保

護
児

童
生

徒
就

学
援

助
費

支
給

要
綱

（
平

成
1
8
年

教
育

長
告

示
第

３
号

。
以

下
「

要
綱

」
と

い
う

。
）

第
1
0
条

の
規

定

に
基

づ
き

、
四

万
十

町
要

保
護

及
び

準
要

保
護

児
童

生
徒

就
学

援
助

費
の

支
給

に
関

し

必
要

な
事
項

を
定
め

る
も
の
と

す
る

。
 

第
１

条
 

こ
の

規
定

は
、

四
万

十
町

要
保

護
及

び
準

要
保

護
児

童
生

徒
就

学
援

助
費

支
給

要
綱

（
平

成
1
8
年

教
育

長
告

示
第

３
号

。
以

下
「

要
綱

」
と

い
う

。
）

第
1
0
条

に
基

づ

き
、

四
万

十
町

要
保

護
及

び
準

要
保

護
児

童
生

徒
就

学
援

助
費

の
支

給
に

関
し

必
要

な

事
項

を
定
め

る
も
の

と
す
る
。

 

第
２

条
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
（

略
）
 

第
２

条
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
（

略
）
 

（
援

助
費
）
 

（
援

助
費
）
 

第
３

条
 
要

綱
第
３

条
第

２
項

の
教

育
長

が
別

に
定

め
る
額
は

、
別
表

の
と
お

り
と
す
る

。
第

３
条

 
要

綱
第
３

条
の
援
助

費
は

、
別

表
の
と

お
り
と
す

る
。
 

２
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

へ
の

対
策

と
し

て
、

四
万

十
町

立
小

学
校

又
は

中
学

校
を

臨
時

休
業

し
た

場
合

に
つ

い
て

は
、

当
該

臨
時

休
業

期
間

中
に

提
供

し
な

か
っ

た

給
食

費
に

相
当

す
る

額
を

別
表

に
規

定
す

る
給

食
費

の
実

費
と

み
な

し
て

援
助

費
を

支

給
す

る
こ

と
が
で

き
る

。
 

 

第
４

条
 
・

 
第
５

条
 
 
 

 
（

略
）
 

第
４

条
 
・

 
第
５

条
 
 
 

 
（

略
）
 

第
６

条
 

こ
の

規
程

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

援
助

費
の

支
給

に
関

し
必

要
な

事
項

は
、

教
育

長
が

別
に
定

め
る

。
 

 

 
 

別
表
 

別
表
 

小
学

校
 

小
学

校
 

 
費

目
 

要
保

護
 

準
要

保
護
 

支
給

時
期
 

 
 

費
目
 

要
保

護
 

準
要

保
護
 

支
給

時
期
 

 

 
学

用
品

費
 

―
 

1
1
,
4
2
0
円
 

年
２

回
（

５
月

、
10
月

）
 

 
学

用
品

費
 

教
育

扶
助
 

1
1
,
4
2
0
円
 

年
２

回
（

５
月

、
10
月

）
 

 
通

学
用

品
費

（
第

１
学
年
を
除
く
。

）
―

 
2
,
2
3
0
円
 

年
２

回
（

５
月

、
10
月

）
 

 
通

学
用

品
費
（

第
１

学
年

を
除

く
）
教

育
扶

助
 

2
,
2
3
0
円
 

年
２

回
（

５
月

、
10
月

）
 

 
新

入
学

児
童

生
徒

学
用

品
費

等
 

―
 

4
0
,
6
0
0
円
 

年
１

回
（
５

月
）
 
 

 
新

入
学

児
童

生
徒

学
用

品
費

等
 

教
育

扶
助
 

4
0
,
6
0
0
円
 

年
１

回
（
５

月
）
 
 

 
修

学
旅

行
費
 

実
費
 

実
費

の
8
0％

以
内
 旅

行
前
 

 
 

修
学

旅
行
費
 

実
費
 

実
費

の
8
0％

以
内
 旅

行
前
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改
正

後
 

改
正

前
 

 
医

療
費
 

―
 

実
費
 

随
時
 

 
 

医
療

費
 

医
療

扶
助
 

実
費
 

随
時
 

 

 
給

食
費
 

―
 

実
費

の
5
0％

以
内
 給

食
費

支
払

日
 

 
 

給
食

費
 

教
育

扶
助
 実

費
の

5
0％

以
内
 給

食
費

支
払

日
 

 

中
学

校
 

中
学

校
 

 
費

目
 

要
保

護
 

準
要

保
護
 

支
給

時
期
 

 
 

費
目
 

要
保

護
 

準
要

保
護
 

支
給

時
期
 

 

 
学

用
品

費
 

―
 

2
2
,
3
2
0
円
 

年
２

回
（

５
月

、
10
月

）
 

 
学

用
品

費
 

教
育

扶
助
 

2
2
,
3
2
0
円
 

年
２

回
（

５
月

、
10
月

）
 

 
通

学
用

品
費
（

第
１

学
年
を
除
く
。
）

―
 

2
,
2
3
0
円
 

年
２

回
（

５
月

、
10
月

）
 

 
通

学
用

品
費
（

第
１

学
年

を
除

く
）
教

育
扶

助
 

2
,
2
3
0
円
 

年
２

回
（

５
月

、
10
月

）
 

 
新

入
学

児
童

生
徒

学
用

品
費

等
 

―
 

4
7
,
4
0
0
円
 

年
１

回
（
５

月
）
 
 

 
新

入
学

児
童

生
徒

学
用

品
費

等
 

教
育

扶
助
 

4
7
,
4
0
0
円
 

年
１

回
（
５

月
）
 
 

 
修

学
旅

行
費
 

実
費
 

実
費

の
8
0％

以
内
 旅

行
前
 

 
 

修
学

旅
行
費
 

実
費
 

実
費

の
8
0％

以
内
 旅

行
前
 

 

 
医

療
費
 

―
 

実
費
 

随
時
 

 
 

医
療

費
 

医
療

扶
助
 

実
費
 

随
時
 

 

 
給

食
費
 

―
 

実
費

の
5
0％

以
内
 給

食
費

支
払

日
 

 
 

給
食

費
 

教
育

扶
助
 実

費
の

5
0％

以
内
 給

食
費

支
払

日
 

 

備
考
 

備
考
 

１
 

他
の

制
度

で
同

様
の

助
成

が
あ

る
場

合
は

、
他

の
制

度
を

優
先

し
、

本
制

度
で

の
支

給
は

行
わ
な

い
。
 

１
 

他
の

制
度

で
同

様
の

助
成

が
あ

る
場

合
は

、
他

の
制

度
を

優
先

し
、

本
制

度
で

の
支

給
は

行
わ
な

い
。
 

２
 

年
度

途
中

に
認

定
を
行

っ
た

場
合

、
学

用
品

及
び

通
学

用
品

費
に

つ
い

て
は

、
認
定

を
行

っ
た

月
を

基
準
に

月
割
り

で
随

時
支

給
す
る

。
 

２
 

年
度

途
中

で
認

定
さ

れ
た

場
合

、
学

用
品

及
び

通
学
用

品
費

は
、

認
定

さ
れ

た
月
を

基
準

に
月
割

り
で
随

時
支
給
す

る
。
 

３
 

前
年

度
に

認
定

を
行

っ
た

場
合

の
新

入
学

児
童

生
徒

学
用

品
費

等
に

つ
い

て
は

、
支

給
時

期
を

５
月

と
あ

る
の

は
前

年
度

の
３

月
と

読
み

替
え

て
支

給
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

 

11




